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巻 頭 言

さ.らば、液体ヘ リウムとのおつ き合い

穿'老イ

停年退官 にあたって、何 か一筆書 きなさいということで すが、今 まで阪大を去っ七毎かれた教授方の

ように、阪大 の低温センターに大 き く貢献 なされた方 々とは違って、阪大 の低温 センターに大き く研究 』

室が恩恵を蒙6た ということに大変に感謝 して居 りま渉。・

かえ りみ ます とも今 より約20年 前になりますが、私が静岡大学 より、天阪大学へと移って来 ま した

とき、まだ低温 センターは豊中地区 にはな く、近い内に出来 るのだとい う話を聞いて大いに期待 してや

って来 ま した。勿論、その頃にはヘ リウム の使 える場所は限 られていま して、東 北大学 とか電気試験所

(今 の電総研)と かまた一部の民間の研究所だけで した。 その後地方大学で もどん どん設置 されて静岡

大学で も約5年 後には低温設備 が出来 ま したが、 とにか く阪大 へ来ればヘ リウムを用いた実験が出来る

ということは何 といって も魅力で した。丁度理学部が中之島よ り、豊中へ移 って来 る直前で して、ヘ リ』

ウム液化器を基礎工学部独 自で持 とうか、理学部の液化器を共同で使 わせて もらい、液化器を更新 して

大型化 しよ うか といったことが問題になっていまして、結局後者の案 になって、その後、理学部 の伊達

教授を始め として多 くの教授方 にお世話になりま した。時 々液化器 が故障を起 して、実験を中断 しな く

てはならな くなったことが起 りま したが、 まず まず不自由な く実験が続けられたことには皆様 の御蔭 と

感謝 しています。工学部を中心 とした吹田地区にもその後数年 にして液化器が備 えられ、時 として豊中

地区が故障で長 くス トップ したときには、大 きなデ ュワーを トラック等で運んで液体ヘ リウムを運搬 し

た ことも記憶に残 っています。

ただ、困 ったことは液体ヘ リウムのない時には窒素温度で満足 していた実験がどん どん とヘ リウム温

度でや るよ うになったために、研究費の半分程が液体 ヘ リウムに支払 うことになって、財政的に大 きな

問題になってきたことです。特 に我 々の所では最初磁場を用いるに して も20～30kG位 で 満足 して

いたものが、世界的に強磁場へ と移 って行 ったために、研究室で も無理を して手巻 きの超伝導マグネッ

トで80kG近 くまで出すことになり、一回の実験で2～3Zも 液 体ヘ リウムがあれば充分であったも

の が、最近では大 きな硝子デ ュワーや金属デ ュワーを使 って一回7～8Z以 上 もの液体 ヘ リウムを使 う

のが 日常茶飯事 となって、経済的な破綻が 目につ くよ うになってきました。液体ヘ リウム温度で固体物

理 の実験を行 うとい うことは熱励起 による電子 の遷移や格子振動 のようなゆ らぎを とめて、.問題を単純

化 して、より微細 な現象を も浮き上が らせるためには確かに必要 な手段ですが、基 礎工学部の立場 とし

て、固体物理を技術 の進歩 とい うもの と結 びつけて考える場合 、一つ の問題点 にっ きあたるのではない

か と思っています。

確かに リニアモーターカーが実用 され るか も知れないという時代に液体 ヘ リウム温度を特殊化 して考

えるのは時代遅れであるという意見のあることも知 っています。 しか し半 導体 レーザーが光通信 の担 い

手 として クローズア ップされて来た背景には半導体 レーザ ーが室温で使えるようになったとい うことが
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大 き く原因 していると思いますが、一般 の工場、家庭 に液体 ヘ リウムが入 って くるということはそ う近

い将来に実現するとは思えませ4・し・またそれ程豊声1こヘ リウムが坤球上に南るζも尽われません。

(核 融合でヘ リウムが多 く出来 ると言 う人 もいます。)そ れ故特殊な実験装置や測定装置 として一般の

工場や制御塔 に入 ることがあって も、やは り室温またはそれに近 い温度での固体物理を もっと真剣にな

って固体勿理屋 さん達が考えて もよいのではないかとい う考えは私がず っと持 ち続 けているのですが、

まわりの研究室のメンバーはやは り手 っとり早 く、際 だったデータが得 られるとい うことで、やや もす

れば低温 へ低温へ、強磁場へ強磁場へ とシフ トしてい く傾向が見 られます。 こんなことを言えば、それ

な らどのような実験をすれば よいのだ、特 に半導体物理でそんな問題が何処に残って いるのか といった

質問が返 って来 るよ うに思 います。確か に進歩 した固体物理のある断面 においては室温における物理的

問題を探す ことにはか なりの困難があるに違 いない と思います。 しか レ固体物理 もある意味で転換期に

来ていると思 います。 もっと違った角度か らこの問題を とらえな くてはな らないので はないか とも思っ

ています。

そのよ うに考えればゼまだまだ問題は多 く残 っているよ うに思え ます。半導体の問題 として も、Si、

Geの 結 晶の他 に如何 にして2元 、3元 、4元 ρ単結 晶を純粋に大 きく作 ることが出来るかζいったこ

とはやは り半導体エ レク トロニ クスを発展 させ ることに対 して焦眉 の急を要する問題だと思 います。そ

のような時 にそれは物理の問題ではないといって対岸 の火事 のように見 るとすれば、それはやは り物理

屋 としての資格がないのではないで しょうか。問題は泥臭 くて、スマー トを愛する物理屋諸君には適 し

てないかも知れませんが、その様 な問題 もやはり物理 だと言い得て物理 の将来 の展望が開けるのではな

いで しょうか。

若い人 々に期待 して筆をおきますσ

(基 礎工学部)
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